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市民と野党の共闘で政治

を変えよう。憲法、くらし、

平和を大切にする都政を
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６
月
に
実
施
さ
れ
る
都
議
会
議
員
選

挙
。
こ
の
視
点
か
ら
小
池
都
政
の
９
年

を
問
い
、
二
元
代
表
制
の
一
方
の
代
表
で

あ
る
都
議
会
議
員
の
４
年
を
問
い
、
都
民

の
代
表
と
し
て
ふ
さ
わ
し
都
議
会
議
員
・

政
党
・
会
派
を
選
出
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。

　
第
１
に
都
民
の
く
ら
し
は
改
善
さ
れ

た
の
か
で
す
。
い
ま
、
多
く
の
都
民
は
異

常
な
物
価
高
騰
と
歴
代
自
民
党
政
権
に

よ
る
消
費
税
大
増
税
、
社
会
保
障
の
連
続

改
悪
、
雇
用
破
壊
も
と
で
困
窮
の
度
を
深

め
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
と
き
に
「
住
民

の
福
祉
の
増
進
」
を
使
命
と
す
る
自
治
体

が
果
た
す
べ
き
役
割
は
都
民
の
防
波
堤

と
な
り
、
切
実
な
都
民
要
求
に
積
極
的
に

応
え
る
こ
と
で
す
。
と
こ
ろ
が
小
池
都

知
事
は
９
兆
円
（
一
般
会
計
）
を
超
え
る

潤
沢
な
予
算
を
有
し
な
が
ら
、
こ
れ
を
都

民
の
た
め
に
使
お
う
と
せ
ず
抜
本
的
な

小

池

都

政

９

年

を

問

う

小池東京大改造に未来はない
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　　新宿駅西口 

開会前宣伝行動

物
価
対
策
、
小
中
全
学
年
で
の
３
５
人

学
級
実
施
、
１
９
年
間
１
円
も
改
善
さ

れ
て
い
な
い
障
害
者
福
祉
手
当
の
増
額
、

都
営
住
宅
の
新
規
建
設
、
中
小
企
業
予

算
の
抜
本
的
拡
充
な
ど
の
願
い
、
要
求

に
は
応
え
よ
う
と
は
せ
ず
、
都
民
の
く

ら
し
は
悪
化
す
る
一
方
で
す
。

　
第
２
に
地
球
に
優
し
い
都
市
に
変

わ
っ
た
の
か
で
す
。
こ
の
点
で
小
池
知

事
は
石
原
都
政
以
来
の
超
高
層
ビ
ル
再

開
発
に
よ
る
都
市
再
生
を
引
き
継
ぎ
、

「
稼
ぐ
都
市
」
と
い
っ
て
東
京
大
改
造
を

「
爆
速
」
で
す
す
め
て
い
ま
す
。
実
際
に
、

東
京
で
は
こ
の
２
５
年
間
に
高
さ
が
１

０
０
ｍ
を
超
え
る
超
高
層
ビ
ル
が
４
４

１
棟
も
建
て
ら
れ
、
そ
の
延
べ
床
面
積

は
千
代
田
区
、
港
区
、
中
央
区
の
行
政
面

積
を
上
ま
わ
る
も
の
に
な
り
、
東
京
都

の
人
口
は
２
２
１
万
人
も
増
加
、。
地
球

温
暖
化
を
加
速
さ
せ
、
東
京
の
貧
困
と

小
池
都
政
が
誕
生
し
て
９
年
が
経
ち
ま
し
た
。
果
た
し
て
こ

の
９
年
の
間
に
、
都
民
の
暮
ら
し
は
改
善
さ
れ
た
の
で
し
ょ

う
か
。
東
京
の
ま
ち
は
住
み
や
す
く
、
地
球
に
優
し
い
都
市

に
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
都
政
が
「
都
民
の
声
が
届
く
」

身
近
な
自
治
体
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

都議会議員選挙が１ヶ月後に迫った５月８日、なかのＺＥＲＯ小ホールで「政治を変えよ

う！　政治を都民の手にとりもどそう！」２０２５年第２回都政学習会が開催され、来る参

院選・都議会議員選挙で財界ファースト・都民置き去りの小池都政とその与党として悪政

を支えている自公都ファの勢力に厳しい審判を下し、市民と野党の共闘勢力とその軸と

なる革新勢力の躍進の思いを共有しました。

　
政
党
や
政
治
に
慎
重

だ
っ
た
藤
沢
周
平
さ
ん
が
、

　
年
の
総
選
挙
で
「
赤
旗
」

76紙
上
に
談
話
を
出
し
た
こ

と
が
あ
る
。「
彼
の
当
選

と
彼
の
よ
う
な
人
間
が
所

属
す
る
党
の
躍
進
を
期
待

す
る
」
と
い
う
も
の
。「
私

が
観
た
藤
沢
周
平
」（
澤
田
勝
雄
）
に

詳
し
い
。
談
話
の
彼
と
は
日
本
共
産

党
山
形
県
議
で
総
選
挙
に
立
候
補
し

た
小
竹
輝
弥
さ
ん
。
二
人
は
教
師
を

目
指
す
山
形
師
範
の
同
期
生
だ
っ
た

▼
談
話
は
唐
突
な
も
の
で
、
藤
沢
さ

ん
が
国
政
選
挙
で
出
し
た
唯
一
の
も

の
と
言
わ
れ
る
。
な
ぜ
か
。
藤
沢
さ

ん
は
、
彼
は
人
間
の
政
治
に
対
す
る

願
望
を
政
治
に
生
か
そ
う
と
懸
命
で

あ
る
だ
け
で
な
く
、
彼
自
身
政
治
と

は
そ
う
し
た
も
の
で
あ
り
た
い
と

願
っ
て
い
る
か
ら
だ
と
い
う
。　

歳
36

で
妻
を
亡
く
し
、
人
の
世
の
不
公
平

へ
の
憤
怒
、
妻
の
命
を
救
え
な
か
っ

た
藤
沢
さ
ん
の
無
念
の
気
持
ち
が
こ

れ
に
重
な
る
▼
藤
沢
さ
ん
は
、
政
治

に
時
と
し
て
懐
疑
的
な
感
想
を
持
つ

と
い
う
。
飢
餓
が
あ
り
戦
争
が
あ
っ

た
、
古
来
政
治
は
非
力
的
な
も
の
だ

と
。
だ
が
、
山
形
師
範
を
卒
業
し
た

彼
が
、
教
職
に
就
か
ず
政
治
的
信
念

を
貫
き
、
後
の
政
治
家
小
竹
輝
弥
を

つ
く
っ
た
姿
を
見
て
、
観
念
的
な
懐

疑
論
な
ど
口
に
出
せ
る
も
の
で
な
い

と
い
う
の
だ
っ
た
▼
藤
沢
さ
ん
は
、

彼
だ
け
で
な
く
彼
の
よ
う
な
人
間
が

身
を
置
く
党
に
も
希
望
を
託
し
た
。

そ
れ
か
ら
　
年
、
時
代
を
越
え
そ
の
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願
い
は
今
に
続
い
て
い
る
。（
駒
）

格
差
を
際
限
な
く
拡
大
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
第
３
に
「
都
民
の
声
」
が
届
く
自
治
体

に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
か
で
す
。
小
池

都
知
事
は
２
０
１
６
年
の
選
挙
で
「
２
０

２
０
年
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見
直
す
」「
築

地
市
場
は
守
る
」「
全
面
的
な
情
報
開
示

を
実
施
す
る
」
な
ど
の
公
約
を
掲
げ
ま
し

た
が
、
い
ず
れ
も
反
故
に
し
て
知
ら
ん

ぷ
り
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
財
界
や

一
握
り
の
富
裕
層
の
声
・
要
求
に
は
熱
心

に
耳
を
傾
け
る
一
方
で
、
都
民
の
切
実

な
声
と
要
求
を
冷
た
く
あ
し
ら
い
、
都

立
病
院
の
独
立
行
政
法
人
化
を
強
行
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。。

　
ま
た
、
都
議
会
で
も
与
党
の
自
・
公
・

都
民
フ
ァ
が
あ
た
か
も
都
議
会
が
知
事

の
付
属
機
関
で
あ
る
か
の
よ
う
に
振
る

舞
い
、
小
池
都
知
事
と
一
体
と
な
っ
て

財
界
フ
ァ
ー
ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
都
政

を
都
民
に
押
し
つ
け
て
い
ま
す
。

　
議
会
は
本
来
、「
地
方
公
共
団
体
の
意

思
を
決
定
す
る
機
能
及
び
執
行
機
関
を

監
視
す
る
機
能
を
担
う
 」機
関
で
す
。
小

池
都
政
の
９
年
を
問
い
、
小
池
与
党
に

厳
し
い
審
判
を
下
し
、
本
来
の
議
会
の

役
割
に
相
応
し
い
議
員
、
政
党
・
会
派
を

都
議
会
に
送
ろ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
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を
紹
介
。
ど
の
党
を
伸
ば
せ
ば
く
ら
し

を
守
れ
る
か
が
問
わ
れ
て
い
る
と
し
、

学
校
給
食
無
償
化
を
実
現
し
た
都
議
会

で
の
取
り
組
み
を
紹
介
。
大
激
戦
の
選

挙
情
勢
に
つ
い
て
報
告
し
ま
し
た
。

　
つ
づ
い
て
公
共
一
般
労
組
、
都
立
病

院
の
充
実
を
求
め
る
会
、
都
教
組
、
東
商

連
、
平
和
委
員
会
、
特
定
整
備
路
線
全
都

連
絡
会
、
新
婦
人
東
京
な
ど
各
分
野
か

ら
切
実
な
要
求
、
告
発
が
表
明
さ
れ
ま

し
た
。

　
閉
会
に
あ
た
っ
て
、
西
坂
昌
美
東
京

民
医
連
事
務
局
長
は
多
く
の
都
民
が
分

断
を
乗
り
越
え
て
参
院
選
・
都
議
選
で
財

界
フ
ァ
ー
ス
ト
・
都
民
置
き
去
り
の
都
政

を
転
換
し
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
開
会
挨
拶
に
立
っ
た
矢
吹
義
則
東

京
自
治
労
連
委
員
長
は
、
く
ら
し
に

大
き
な
影
響
を
与
え
る
都
議
選
・
参

院
選
の
重
要
性
を
強
調
。
都
内
が
巨

大
開
発
に
よ
り
不
動
産
投
資
の
場
に

な
っ
て
い
る
こ
と
を
告
発
、
革
新
都

政
を
つ
く
る
会
が
東
京
都
に
提
出
し

た
予
算
要
望
書
を
紹
介
。
東
京
を
ど

う
し
て
い
く
の
か
、
そ
の
要
望
・
要

求
を
深
め
た
い
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
講
演
に
立
っ
た
岩
見
良
太
郎
埼
玉

大
学
名
誉
教
授
は
「
東
京
大
改
造
と

都
民
の
く
ら
し
」
と
題
し
て
、
小
池

都
知
事
が
す
す
め
る
「
稼
ぐ
都
市
」

路
線
を
厳
し
く
告
発
し
ま
し
た
。

岩
見
氏
は
、
は
じ
め
に
東
京
大
改
造
は
だ

れ
の
た
め
か
と
問
い
か
け
、
都
が
目
指
す

の
は
「
世
界
で
一
番
ビ
ジ
ネ
ス
が
し
や
す

い
環
境
」
で
あ
り
、
小
池
都
政
は
大
企
業

の
た
め
の
都
市
づ
く
り
に
邁
進
し
て
い

る
と
指
摘
。
都
民
の
財
産
・
公
共
空
間
が

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
に
 貢
 が
れ
、
都
有
地
の

み
つ

ダ
ン
ピ
ン
グ
、
再
開
発
で
学
校
、
公
園
が

ね
ら
わ
れ
、
都
民
と
の
矛
盾
が
激
化
し
て

い
る
実
態
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら

に
東
京
大
改
造
の
も
と
で
ひ
ろ
が
る
所

得
格
差
と
貧
困
化
、、 
脅
 か
さ
れ
る
住
む

お
び
や

権
利
、
よ
り
根
本
的
な
問
題
と
し
て
地
球

環
境
破
壊
を
告
発
し
ま
し
た
。
同
時
に
、

岩
見
氏
は
住
民
運
動
と
自
治
体
革
新
の

た
た
か
い
に
よ
り
新
た
な
展
望
が
開
か

れ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
。
全
都
民
が
立

ち
上
が
り
東
京
を
住
民
本
位
の
都
市
に

変
え
て
い
こ
う
と
呼
び
か
け
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
起
こ
り
ま
し
た
。

　
都
議
選
告
示
一
ヶ
月
前
の
緊
迫
す
る

選
挙
情
勢
に
つ
い
て
、
田
辺
良
彦
日
本
共

産
党
東
京
都
委
員
長
が
報
告
。
物
価
高

か
ら
く
ら
し
を
守
る
た
た
か
い
、
消
費
税

減
税
な
ど
を
め
ぐ
る
国
政
・
都
政
の
状
況

東
京
大
改
造
を
告
発

大
激
戦
の
都
議
選
情
勢

参院選・都議選  政治を都民の手にとりもどそう！
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４
月
　
日
、
都
教
組
北
多
摩
教
育
会
館

２７

で
革
新
都
政
を
つ
く
る
三
多
摩
連
絡
会

が
学
習
・
交
流
集
会
を
開
催
し
、
末
延
渥

史
氏
が
「
小
池
都
政
９
年
と
２
０
２
５
年

度
東
京
都
予
算
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講

演
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
、

三
多
摩
地
域
で
特
に
問
題
に
な
っ
て
い

る
三
つ
の
課
題
に
つ
い
て
活
動
の
報
告

と
交
流
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
一
つ
は
、
三
多
摩
で
の
「
公
共
交
通
の

充
実
」
を
求
め
る
運
動
に
つ
い
て
で
す
。

三
多
摩
の
各
地
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
、

ひ ろ が る 都 民 の た た か い

　
国
は
２
０
１
３
年
８
月
か
ら
３
回
に

分
け
て
、
生
活
扶
助
基
準
（
生
活
保
護
基

の
う
ち
生
活
費
部
分
）
を
平
均
６
・
５
％
、

最
大
　
％
を
引
き
下
げ
ま
し
た
。
物
価

１０

偽
装
ま
で
し
て
強
行
し
た
大
幅
引
き
下

げ
に
対
し
、「
憲
法
　
条
の
定
め
る『
生
存

２５

権
』
保
障
に
反
す
る
」
と
し
て
、
全
国
　２９

地
域
・
　
訴
訟
団
、
１
０
０
０
人
を
超
え

３１

る
生
活
保
護
利
用
者
が
原
告
と
な
り
、

た
た
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
４
年
　
月
　
日
の
閣
議
決
定

１２

２５

で
、
２
０
２
５
年
　
月
か
ら
２
年
間
、
生

１０

活
保
護
の
特
例
加
算
に
つ
い
て
、
現
行

の
月
額
１
０
０
０
円
を
１
５
０
０
円
へ

と
一
律
５
０
０
円
引
き
上
げ
る
こ
と
を

決
め
、
生
活
保
護
利
用
者
の
　
％
が
増

５８

額
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
こ
の
合
意
に
つ
い
て
怒
り
を
禁
じ

得
ま
せ
ん
。
消
費
物
価
総
合
指
数
は
、

２
０
２
０
年
比
で
　
％
上
昇
し
て
お
り
、

１０

米
を
は
じ
め
野
菜
、
食
料
品
は
軒
並
み

値
上
が
り
が
続
き
、
５
０
０
円
の
引
き

上
げ
で
は
、
と
て
も
追
い
つ
き
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
水
光
熱
費
も
値
上
げ
す
る
な
か

で
猛
暑
、
寒
さ
に
耐
え
る
の
も
限
界
と

な
り
、
命
に
か
か
わ
る
状
況
に
な
っ
て

い
ま
す
。

　
東
京
高
等
裁
判
所
は
、
3
月
　
日
に
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は
っ
さ
く
訴
訟（
東
京
）、
3
月
　
日
に
埼
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玉
訴
訟
で
一
審
と
同
様
に
処
分
を
取
り

消
す
原
告
勝
訴
の
判
決
を
言
い
渡
し
ま

し
た
。

　
判
決
は
、
原
告
の
置
か
れ
た
大
変
厳

し
い
生
活
実
態
を
真
摯
に
受
け
止
め
、

国
が
行
っ
た
生
活
保
護
基
準
の
引
き
下

げ
を
厚
生
労
働
大
臣
の
裁
量
権
の
逸
脱

と
認
定
し
ま
し
た
。
生
活
保
護
基
準
は

保
護
制
度
を
利
用
し
て
い
る
人
の
み
な

ら
ず
、
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ミ
ニ
マ
ム
（
国
民
的

最
低
限
）
と
し
て
他
の
諸
制
度
・
施
策
と

連
動
し
て
お
り
、
国
民
の
生
活
全
般
に

極
め
て
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
ま

す
。
そ
う
し
た
点
か
ら
も
現
判
決
は
、

社
会
保
障
制
度
後
退
に
歯
止
め
を
か
け

る
意
義
を
持
っ
た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。

　
第
２
次
安
倍
政
権
で
生
活
保
護
基
準

が
不
当
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
か
ら
1
2

年
、
異
常
な
物
価
高
騰
が
続
く
今
日
ま

で
、
原
告
は
困
難
な
生
活
を
強
い
ら
れ

続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
他

界
さ
れ
た
原
告
も
大
勢
い
ま
す
。
国
は
、

現
判
決
の
意
義
を
重
く
受
け
止
め
る
と

東京都生活と健康を守る会連合会　 阿久津 豊

と
も
に
、
こ
う
し
た
状
況
に
も
鑑
み
て
、

上
告
せ
ず
一
刻
も
早
く
判
決
を
確
定
さ

せ
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　
さ
ら
に
今
後
、
基
準
改
訂
に
あ
た
っ

て
は
、
負
の
ス
パ
イ
ラ
ル
に
陥
る
第
1
・

十
分
位
（
所
得
階
層
を
十
等
分
し
て
一
番

低
い
層
）
と
の
消
費
支
出
を
比
較
す
る
手

法
は
改
め
、
憲
法
　
条
の
「
健
康
で
文
化
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的
な
生
活
」
を
保
障
す
る
方
法
で
公
平
に

算
出
す
る
こ
と
を
強
く
要
望
す
る
も
の

で
す
。
東
京
高
裁
に
は
、
東
京
で
あ
と

２
訴
訟
、
千
葉
、
神
奈
川
、
静
岡
と
す
べ

て
の
地
方
裁
判
所
で
原
告
が
勝
訴
し
た

５
訴
訟
の
控
訴
審
が
審
議
中
で
あ
り
、

東
京
、
埼
玉
と
立
て
続
け
に
原
告
勝
訴

を
再
度
勝
ち
取
っ
た
こ
と
は
、
全
国
的

に
も
大
き
な
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　
２
０
２
５
年
５
月
５
日
現
在
、　

地
２８

裁
・
　
訴
訟
で
判
決
が
出
さ
れ
、　

地
裁

３０

１９

で
原
告
勝
訴
と
な
っ
て
い
ま
す
。
名
古

屋
、
福
岡
、
大
阪
、
東
京
、
札
幌
、
広
島

の
高
裁
で
も
原
告
勝
訴
の
判
決
が
出
さ

れ
７
勝
目
で
す
。

　
最
高
裁
第
３
小
法
廷
弁
論
期
日
が
５

月
　
日
と
決
ま
り
ま
し
た
　

２７

公
共
交
通
・
学
校
統
廃
合
・
保
健
所
を
都
議
選
に
争
点
に

　
 三
多
摩
連
絡
会
が
都
政
問
題
学
習
会
で
交
流

都 政 を
考 え る
連載 第３回

- シリーズ -

特
殊
な
東
京
都
の
制
度
②

特
別
区
と
市
町
村

路
線
バ
ス
の
廃
止
・
減
便
問
題
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
・
都
営
バ
ス
の
拡
充
な
ど
住

民
の
人
権
と
し
て
の
交
通
権
を
保
障
す

る
た
め
、
東
京
都
に
総
合
的
な
公
共
交

通
政
策
や
財
政
的
支
援
を
求
め
る
運
動

が
広
が
り
、
昨
年
「
公
共
交
通
の
充
実
を

求
め
る
三
多
摩
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
結
成

さ
れ
、
４
月
　
日
に
は
　
市
か
ら
（
３
党

１５

１０

か
ら
の
都
議
３
人
も
含
め
）　
人
の
参
加

２６

で
三
多
摩
と
し
て
初
め
て
の
東
京
都
に

要
請
行
動
を
行
い
ま
し
た
。
８
市
の
参

加
者
か
ら
も
そ
れ
ぞ
れ
の
訴
え
が
あ
り

ま
し
た
。

　
二
つ
目
の
課
題
は
、「
学
校
統
廃
合
ス

ト
ッ
プ
」の
問
題
で
す
。
こ
れ
も
三
多
摩

の
い
く
つ
か
の
自
治
体
で
大
き
な
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
東
村
山
市
で
は
、
現
在
の
小
学
校
　１５

校
・
中
学
校
７
校
の
合
計
　
校
を
　
校
に

２２

１４

集
約
す
る
と
い
う
「
学
校
統
廃
合
」
の
計

画
が
市
か
ら
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
、
学
校
の
統
廃
合
だ
け
で
は
な
く
、
保

育
園
・
公
民
館
・
図
書
館
・
集
会
所
な
ど

す
べ
て
の
公
共
施
設
を
　
ヶ
所
に
集
約

１４

す
る
と
い
う
乱
暴
な
も
の
で
す
。
今
、

「
学
校
統
廃
合
」
の
問
題
を
考
え
る
会
を

中
心
に
８
つ
の
学
校
の
統
廃
合
も
公
共

施
設
の
廃
止
・
統
合
も
ヤ
メ
テ
！
と
運
動

を
が
ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
三
つ
目
の
課
題
は
、
多
摩
地
域
で
の

保
健
所
増
設
の
問
題
で
す
。
多
摩
地
域

の
住
民
は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
身
近
に

保
健
所
が
な
い
た
め
に
様
々
な
困
難
に

直
面
し
て
き
ま
し
た
。「
多
摩
地
域
の
保

健
所
増
設
を
求
め
る
会
」
を
立
ち
上
げ
、

こ
れ
ま
で
学
習
・
交
流
会
を
何
度
と
重
ね
、

小
池
都
知
事
に
三
多
摩
１
５
０
団
体
を

超
え
る
要
請
書
を
も
っ
て
２
度
の
要
請

行
動
も
し
て
き
ま
し
た
。
都
議
選
を
控

え
、
５
月
８
日
に
は
都
議
会
・
全
会
派
訪

問
ア
ン
ケ
ー
ト
要
請
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
団
体
署
名
数
が
２
０
０
を
大
き
く

超
え
た
時
点
で
３
回
目
の
都
知
事
要
請

行
動
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
か
ら
も
訴
え
・
発
言
が
あ
り
ま
し

た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
三
つ
の
課
題
は
、

今
度
の
都
議
選
の
大
き
な
争
点
の
一
つ

に
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
す
。

生存権裁判。7高等裁判所で原告勝訴！

東
京
高
裁
で
原
告
勝
訴

憲
法
　
条
を
保
障
す
る
算
定
を
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日
本
の
自
治
体
制
度
は
広
域
行

政
を
担
う
都
道
府
県
と
身
近
な
行

政
組
織
と
し
て
の
基
礎
自
治
体
の

二
層
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
基
礎
自
治
体
は
人
口
規

模
を
基
準
と
し
た
指
定
都
市
と
中

核
市
、
東
京
独
自
の
特
別
区
そ
し

て
一
般
の
市
町
村
と
に
別
れ
て
い

ま
す
。

①
指
定
都
市
は
地
方
自
治
法
で
「
政

令
で
指
定
さ
れ
る
人
口
５
０
万
人

以
上
の
市
」
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、

大
阪
市
、
京
都
市
、
横
浜
市
な
ど
２

０
市
が
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
大
都
市
行
政
の
合
理
的
、

能
率
的
な
執
行
と
市
民
の
福
祉
向

上
を
図
る
」
こ
と
を
目
的
に
事
務
配

分
上
の
特
例
、
市
町
村
へ
の
関
与
、

行
政
組
織
上
の
特
例
、
財
政
上
の

特
例
な
ど
「
組
織
、
権
能
等
に
つ
い

て
一
般
の
市
と
は
異
な
る
取
扱
い
」

を
受
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
事
務
配
分
上
の
特
例

は
児
童
相
談
所
の
設
置
な
ど
「
児
童

福
祉
に
関
す
る
事
務
」、
都
市
計
画

の
決
定
な
ど
「
都
市
計
画
に
関
す
る

事
務
」、
国
道
や
都
道
府
県
道
の
管

理
の「
道
路
に
関
す
る
事
務
」、
市
立

小
中
学
校
の
人
事
を
お
こ
な
う
「
教

育
に
関
す
る
事
務
」
な
ど
、
本
来
、

都
道
府
県
が
実
施
す
る
業
務
が
委

譲
さ
れ
て
い
ま
す
。

②
中
核
市
は
「
指
定
都
市
以
外
で
人

口
2
0
万
人
以
上
の
要
件
を
満
た

す
規
模
や
能
力
な
ど
が
比
較
的
大

き
な
都
市
」
が
該
当
し
、
現
在
、
全

国
で
６
２
市
、
東
京
で
は
八
王
子

市
（
町
田
市
は
候
補
市
）
が
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
委
譲
さ
れ
る
事
業
は
、
保
健
所

設
置
、
保
育
所
の
設
置
の
認
可
・
監

督
、
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
設
置
の

認
可
・
監
督
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
指
定
都
市
（
一
般
的
に
は
政

令
指
定
都
市
と
呼
ば
れ
る
）
と
中
核

市
は
、
本
来
、
都
道
府
県
が
担
う
事

業
の
一
部
を
分
担
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
特
別
区
は
地
方
自
治
法
で
「
大
都

市
行
政
」
の
位
置
づ
け
の
も
と
に
東

京
だ
け
に
認
め
ら
れ
て
い
る
制
度

で
、
本
来
、
市
町
村
が
担
う
べ
き
事

業
と
さ
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、

東
京
都
が
分
担
す
る
仕
組
み
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　
事
業
と
し
て
は
法
定
の
上
下
水

道
事
業
、
都
市
計
画
決
定
、
消
防
事

業
な
ど
に
く
わ
え
、
都
営
住
宅
、
都

営
交
通
な
ど
が
対
象
と
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
そ
の
財
源
措
置
と

し
て
調
整
３
税
（
固
定
資
産
税
、
市

町
村
民
税
法
人
分
及
び
特
別
土
地

保
有
税
）
を
東
京
都
が
直
接
、
都
民

か
ら
徴
収
し
、
そ
の
一
部（
５
６
％
）

を
各
区
に
配
分
す
る
仕
組
み
と

な
っ
て
い
ま
す
。
配
分
に
あ
た
っ

て
は
、
特
別
区
間
で
税
収
の
格
差

が
あ
り
、
そ
れ
に
起
因
す
る
特
別

区
間
の
行
政
の
格
差
を
解
消
、
住

民
サ
ー
ビ
ス
を
平
準
化
す
る
た
め

に
財
源
の
水
平
調
整
が
と
ら
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
多
摩
地
域
の
自

治
体
は
こ
の
大
都
市
行
政
の
対
象

と
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
財
政
調

整
の
枠
外
と
さ
れ
、
厳
し
い
財
政

の
も
と
に
置
か
れ
て
い
る
の
で
す
。

武力でなく憲法で平和の実現を！

　憲法施行から７８年を迎えた５月３日、憲法

大集会が有明防災公園（参加者約3万8000人）

で開催され、主催者が「ミサイルでなく憲法で

平和をつくりだそう」との訴えました。参加者

は思い思いのメッセージボードを掲げて連帯の

声を大きくあげました。写真提供・しんぶん赤旗
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